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Abstract Dr. Akiho Miyashiro (1920–2008) was one of the most representative earth scientists 
of Japan of the last century. He kept active interests in the history of science and scientific 
philosophy, as well as his excellent works on petrology, geology, and orogeny. His books titled 
“What the science revolution is” published in 1998 was one of examples to see his interests. In the 
last years of his life, he wished to leave books and various kinds of material he used for his 
research in science history and philosophy behind younger researchers who have same interests. 
The Library of National Museum of Nature and Science approved to keep them as Miyashiro 
Book Collection in 2007. In this paper, we introduce the background of Miyashiro Book 
Collection and the value of them in the research for the scientific philosophy.
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1.　はじめに

都
みやしろ

城秋
あ き ほ

穂 (1920–2008)は，第二次世界大戦後の
日本を代表する地球科学研究者の一人である．そ
の業績と自己評価は，「都城の歩んだ道　自伝」1)

巻末に，都城氏自身が書いた
4 4 4 4 4 4 4 4 4

年譜としてまとめら
れている．都城氏のおもな興味は，地質学上でそ
れまで意識されていなかった新しい理論的問題を
解決することにあった．その仕事は，主著である
「変成岩と変成帯」2)や「変成作用」3)などからもわ
かるように，変成岩岩石学の体系化から始まり，
造山帯の中核を占める広域変成帯の成因に加え
て，大陸地殻と海洋地殻の形成プロセス，および

造山運動論をプレートテクトニクスのフレーム
ワークの中に位置づけた．このような彼の研究
は，現在の地球科学の基礎理論となったプレート
テクトニクスの理論的な体系化にも極めて大きく
貢献した．また，国立科学博物館所蔵の試料を含
む隕石の岩石学的な記載とその変成について論じ
るなど，惑星科学にまで広がる領域までみすえて
研究活動を行った．
一方で，都城氏は科学史や科学哲学にも生涯に
わたり強い関心を持ち，その思索の一部は，渡米
する前の1960年代に雑誌「自然」で連載された
「地球科学の歴史と現状」4)や，同じく雑誌「科学」
での記事をもとに大幅に加筆・修正された「科学
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革命とは何か」5)としても公表されている．両書
は，どちらも大量の科学史・科学哲学関連の資料
を深く分析した結果に基づいて考察がなされてお
り，これらの考察は，1960年代の地質学の将来計
画策定などの基礎ともなった 6)．晩年になっても，
都城氏の科学哲学への関心は衰えることなく，自
然科学における理論の構造という視点に基づく科
学理論の分類を試みた．しかし，都城氏には，後
述のように，これらの仕事がまだ不完全であると
いう認識があり，科学史や科学哲学を追及する後
世の研究者らのために自身の資料をゆだねたいと
考えるようになった 7)．そして，2004年に都城氏
から筆者らに，自身の資料を日本国内で公開し，
これらに興味のある若い人たちが利用できるよう
にしてほしい，という要請があった．資料の中に
は，19世紀から20世紀初頭に発刊された古書も
含まれていたため，筆者らは書籍の修復保存等も
含めて収蔵をお願いできる施設を探していたとこ
ろ，国立科学博物館図書室に引き受けて頂けるこ
とになった．
これを受けて，都城氏からの年数回に分けて書
籍の発送が始まった．書籍は，成蹊高等学校地学
準備室に集積され，目録の作成が行われた（図2）．
書籍を最終的な収蔵先に直接送らなかったのは，
国立科学博物館図書室では収蔵する書籍を受け入
れ順に書架スペースを割り振るシステムになって

いたからである．書籍を一括して移管し「都城秋
穂科学史書籍コレクション（以下，都城コレク
ション）」として一連の書架スペースを確保する
ため，一時的に成蹊高等学校で保管する方法を
とった．目録の作成に併せて，デジタルカメラと
スキャナーを用いて，都城氏による書き込みや挟
まれていたメモ等の画像撮影を行った．
コレクションに含める書籍の選択は都城氏本人
によって行われた．都城氏は選んだものを逐次整
理しながら発送されたので，1回にダンボール箱
1～2個ずつが送付され，それが2005年中頃まで
続いた．発送が一段落した 2006年に，宮下が
ニューヨーク州オルバニーのご自宅に直接伺っ
て，都城コレクションの内容と収蔵先の可否につ
いて都城氏本人に確認を行った．その結果，新た
に手書きの著作リストを含む書籍が追加された．
これらを整理した上で，2007年に国立科学博物館
図書室に搬入し，登録の手続きが行われた．登録
作業の過程で，都城コレクションの一部の書籍
は，すでに国立科学博物館図書室に収蔵されてい
たことがわかった．国立科学博物館図書室では重
複登録ができないため，これらの書籍は成蹊高等
学校に残し，しばらく保管されることになった．
結果的に，国立科学博物館図書室に都城コレク
ションとして収蔵されたのは，洋書218冊，邦書
116冊，都城氏論文集と著書9冊で合計343冊と
なった．

2.　都城コレクションの内容

都城コレクションの内容をおおまかに分野別に
分類すると，科学史関連の書籍が全体の35%をし
めていて最も多く，次いで科学論関係 (23%)，地質

図 1　都城秋穂氏と紫
し ど う

藤文
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子氏．（2006年
ニューヨーク州オルバニーで宮下敦撮影）

図2　都城コレクションの書籍
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学関連の古典 (22%)，および地質学の専門書 (14%)
となっている（図3，および付表）．日本語で書か
れたものは116冊含まれており，都城氏自身で入
手したものの他に，中村　威，堀越　叡，千葉と
き子，坂野　節，内田信夫，佐々木重明の各氏が
日本から送ったものがある 5)．
以下では，都城コレクションの中で特徴的な書
籍と考えられるものについて示す．
1）大陸と海洋の起源（図4）
これは，ヴェーゲナー (Alfred R. Wegener, 1880–

1930)が大陸移動説を提唱した本で，都城氏が紫
藤文子氏と共同で翻訳した際に使用し，1980年に
出版した岩波文庫版 8)の底本である．書中には翻
訳時に書かれた岩波書店編集部との打ち合わせメ
モがはさまれていた．本書の初版は1915年出版で
あるが，翻訳にはヴェーゲナー自身による改訂を
重ねた1928年出版の第四版を使用している．「大
陸と海洋の起源」の邦訳は，戦前の北田宏蔵の「大
陸漂移説解義」（古今書店，1926年），仲瀬善太郎
翻訳「大陸移動説」（岩波書店，1928年）および
竹内 均翻訳の講談社版 (1975)がある 9)．このうち
戦前の版は国内でも一般には入手が困難であり，
講談社版は英訳本からの翻訳であった．このた
め，都城氏と紫藤氏によって，独語の原著から直
接，現在の日本人に読みやすい日本語に翻訳をし
たものが岩波文庫版である．
2）地質学の古典
都城コレクション中には，19世紀末から20世紀

初頭に出版された地質学の古典が含まれており，

図3　都城コレクションの分野別分類

図4　Die Entstehung Der Kontinente und Ozeane 
(4’th edition)

図5　都城コレクション中の古典
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これらは都城氏がアメリカ合衆国やヨーロッパの
古書店で探して入手したものと思われる．これら
の古典の中には，アメリカにおける近代的な岩石
学の創始者の一人とされている Joseph P Iddings 
(1857–1920)の著作（図5）や，19世紀アメリカ地
質学の第一人者であった James D. Dana (1813–
1895)の著作，地向斜造山論で知られるH. Stille 
(1876–1966)の論文集や岩石学者の A. Harker 
(1859–1939)の教科書，大陸移動説支持者で数値
年代学に基づく地質年代表を作ったA. Holms 
(1890–1965)などの著作が含まれている．
3）都城秋穂論文集

2006年に追加で送付された書籍の中に，都城氏

が1949年から1976年までに出版した地球科学関
係の論文を製本した著作集が含まれていた．論文
集は5冊にわかれており，1冊目には，本人による
手書きの目次（図6）がついていて，都城氏の業
績の全体像を知ることができる．現在では，科学
誌に掲載された論文の多くは過去に遡ってpdf化
されており，インターネットを通してデータベー
スから入手することが可能だが，著作集にはイン
ターネット上では入手できないものも含めて整理
されている．

3.　考察

都城氏は，前述の科学史関係の著作や彼の論文
集のみならず，さらに，地球科学や岩石学におけ
る世界の著名な研究者の履歴紹介 10),11)を行って
いる．岩石学一般や変成岩岩石学，さらに地球科
学における学史の著述，とりわけ岩石学の研究者
の著作を数多く紹介しており，それらの多くは都
城コレクションに含まれている．
都城氏は，研究上特に重要と考えた書籍につい
ては二冊同時に購入していた．一冊は熟読して書
き込みをし，もう一冊は学生等に貸し出して閲覧
可能にするためである．都城コレクションには，
氏の思索が辿れるように，同じ書籍が二冊あった
場合には書き込みのある方を選択して収蔵した．
このため，都城コレクションには，都城氏自身
を対象とした科学史研究の資料としても価値があ
る．例えば，科学史についての主著である「科学
革命と何か」5)のメモ（図7）からは，出版後にも
改訂を考えていたふしがあることがわかる．20世
紀までの科学史は，都城氏が演繹的階層構造を持
つと考えた物理学や化学を基礎とする分野を重視
する傾向があった．しかし，「科学革命とは何
か」5)において，物理学史と地球科学史を対比さ
せることにより，「科学理論の構造によって科学図6　著作集巻頭の手書きリストとメモ

図7　「科学革命とは何か」につけた都城氏のメモ
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革命の起こり方には違いがあり，それは自然科学
の各分野において理論構造の多様性があるためで
ある」という都城氏の指摘は，科学史および科学
哲学研究の指針として重要と考えられる．都城コ
レクションを活かし，この試論を発展させるの
は，科学史家の課題であろうと思われる．
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付表　都城秋穂科学史書籍コレクションリスト
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